
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
第
２
次
緊

急
経
済
対
策
」
に
は
、
０
９
年
度
（
来

年
度
）
に
お
け
る
経
済
対
策
の
考
え
も

含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

共
通
買
物
券
の
発
行
拡
大

日
本
共
産
党
区
議
団
が
提
案
し
、
実

現
し
た
「
共
通
買
い
物
券
（
ハ
ッ
ピ
ー

買
い
物
券
）
」
は
、
商
店
街
等
の
活
性

化
支
援
と
と
も
に
、
消
費
者
に
と
っ
て

も
１
０
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
と
い
う
こ

と
で
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
区
が
景
気
対
策
と
し
て
お

こ
な
っ
た
１
億
円
の
追
加
発
行
が
ニ
ュ
ー

ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
全
国
的
に
大

き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

区
は
、
来
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
発

行
額
「
３
億
３
千
万
円
」
を
「
５
億
５

千
万
円
」
に
拡
大
し
、
景
気
対
策
、
生

活
支
援
を
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

雇
用
の
促
進

雇
用
に
つ
い
て
は
、

●
若
年
層
の
雇
用
支
援

●
高
齢
者
就
労
支
援
の
充
実

●
事
業
の
拡
大
に
よ
る
新
た
な
雇
用
の

創
出

な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
明
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

現
在
、
中
央
区
職
員
の
四
人
に
一
人

が
非
正
規
職
員
で
す
。

党
区
議
団
は
、
以
前
か
ら
非
正
規
で

は
な
く
正
規
の
職
員
を
雇
用
す
る
よ
う

求
め
て
き
ま
し
た
。

若
年
層
の
雇
用
を
支
援
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
正
規
職
員
の
枠
を
大
幅
に
増
や

す
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

学
校
給
食
食
材
料
費
の
補
助

昨
年
、
区
は
学
校
給
食
の
食
材
費
が

高
騰
し
た
時
、
給
食
費
の
値
上
げ
を
お

さ
え
ま
し
た
。

ひ
き
つ
づ
き
来
年
度
も
学
校
給
食
食

材
料
費
の
補
助
を
お
こ
な
い
、
給
食
費

の
値
上
げ
を
お
さ
え
る
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、

商
工
業
融
資
枠
を
１
２
０
億
円
か
ら

１
５
０
億
円
に
拡
大

火
災
警
報
器
・
家
具
類
転
倒
防
止
器

具
設
置
助
成
の
拡
大

区
民
住
宅
使
用
料
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
区
施
設
使
用
料
の
据
え
置
き

景
気
回
復
に
向
け
た
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
観
光
施
策
の
充
実な

ど
が
あ
り
ま
す
。
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日本共産党区議団は、中島つかね衆院東

京２区予定候補と、１２月２４日に「緊急経

済対策」を申し入れました。



「お元気ですか」バックナンバー → http://www.jcpchuo-kugidan.jp/shimura/shimura.htm

ご
意
見
、
ご
要
望
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（３
５
３
６
ー
６
３
０
９
）

今
年
七
月
に
行
わ
れ
る
都
議
会
議
員
選
挙
の
予
定

候
補
桑
名
文
彦
氏
は
、
一
月
十
八
日
、
中
島
つ
か
ね

衆
院
東
京
２
区
予
定
候
補
と
と
も
に
区
内
各
所
で
年

頭
の
挨
拶
と
政
策
を
訴
え
ま
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
手
を
振
り
な
が
ら
「
が
ん
ば
れ
！
」

の
か
け
声
が
あ
っ
た
り
、
「
雇
用
問
題
」
の
話
の
時

に
は
十
数
人
の
若
者
た
ち
が
手
を
振
っ
て
応
え
て
く

れ
る
な
ど
熱
い
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。

日本共産党区議団は１月５日、日比谷公園の「年越し派遣村」を出て、国会へのデモ行進をおこなって

から京華スクエアに「引っ越し」てきた労働者を、日本共産党都議団、桑名文彦都議予定候補とともに出

迎えましたが、その時の写真が「しんぶん赤旗」（１／１７付）に掲載されました。

私（志村）が、日比谷公園でボランティアをしたときに見た労働者の印象は、元気がなく途方に暮れて

いるようでしたが、この日は、不安を持ちながらも、前を向いて歩こうとしている姿に見えました。

その顔を見たとたん、「同情」という感情ではなく、連帯の思いの「お疲れ様」「がんばって！」とい

う呼びかけと拍手が自然に出ていました。

「たたかい」と「連帯」が、政治を動かし、人をも変えていくのだということを実感しました。

挨拶する桑名文彦都議予定候補（右）と中島つかね衆院

東京２区予定候補（左）＝１／１８ 写真撮影は志村


